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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
トウガラシ属の植物の果実から高極性溶媒による抽出処理をして得た抽出物を、さらに酢
酸エチルによる分配抽出、シリカゲルを用いたクロマトグラフィー及びＯＤＳを用いたク
ロマトグラフィーを含む工程によって精製処理して得られる、下記（ａ）～（ｇ）の理化
学的性質を示し、
　(ａ) 外観 淡色粘稠物
　(ｂ) 分子量（EI-MS） 222；m/z222(M+)
　(ｃ) 分子式 C9H10N4O3
　(ｄ) 溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、酢酸エチル、水に可溶、
クロロフォルムに難溶
　(ｅ) 紫外部吸収スペクトル(MeOH) 257, 293nm
　(ｆ) 赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1 : 3361, 2950, 2925, 1718, 1653, 143
0, 1170
　(ｇ) 1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.73(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.07(1H,dd, J=9.3,17.6Hz), 
3.35(1H,s), 4.6(2H,s), 5.58(1H,tr,J=8.0Hz), 6.25(1H,d,J= 3.9Hz), 7.06(1H,d,J=3.9
Hz), 8.9(1H,s), 9.30(1H,s)
　かつそのアセチル体が下記（１）～（９）の理化学的性質を示す5-ヒドロキシメチル-2
-フォルミルピロール誘導体を有効成分とする抗菌剤。
　(1) 外観 淡色粘稠物
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　(2) 分子量（EI-MS） 264；m/z264(M+)
　(3) 分子式 C11H12N4O4
　(4) 溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、クロロフォルム、水に可溶
　(5) 紫外部吸収スペクトル(50%MeOH) 260, 295nm
　(6) 赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1 : 3241, 1791, 1723, 1659, 1492, 1451
, 1329, 1311, 1232, 1184, 1045, 915
　(7)1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.01(3H,s),2.76(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.09(1H,dd,J=9.3,1
7.6Hz), 5.09(2H,s), 5.42(1H,tr,J=8.5Hz), 6.41(1H, d,J=3.9Hz), 7.1(1H,ｄ,J=3.9Hz)
, 9.08(1H,s), 9.39(1H,s)
　(8) 13C-NMR(CD3CN)ppm: δ21.0, 38.4, 56.3, 58.3, 113.5, 126.6, 133.4, 139.7, 1
71.3, 175.6, 180.9
　(9) 質量分析GCMS(EI): 264, 263, 222, 221, 205, 193, 165, 136, 124, 108,106, 98
, 79
【請求項２】
請求項1記載の5-ヒドロキシメチル-2-フォルミルピロール誘導体を酢酸と反応させること
によって得られる、請求項1記載の（１）～（９）の理化学的性質を示す5-アセトキシメ
チル-2-フォルミルピロール誘導体を有効成分とする抗菌剤。
【請求項３】
トウガラシ属の植物の果実から高極性溶媒による抽出処理をして得た抽出物を、さらに酢
酸エチルによる分配抽出、シリカゲルを用いたクロマトグラフィー及びＯＤＳを用いたク
ロマトグラフィーを含む工程によって精製処理して得られる、下記（ａ）～（ｇ）の理化
学的性質を示し、
　(ａ) 外観 淡色粘稠物
　(ｂ) 分子量（EI-MS） 222；m/z222(M+)
　(ｃ) 分子式 C9H10N4O3
　(ｄ) 溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、酢酸エチル、水に可溶、
クロロフォルムに難溶
　(ｅ) 紫外部吸収スペクトル(MeOH) 257, 293nm
　(ｆ) 赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1 : 3361, 2950, 2925, 1718, 1653, 143
0, 1170
　(ｇ) 1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.73(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.07(1H,dd, J=9.3,17.6Hz), 
3.35(1H,s), 4.6(2H,s), 5.58(1H,tr,J=8.0Hz), 6.25(1H,d,J= 3.9Hz), 7.06(1H,d,J=3.9
Hz), 8.9(1H,s), 9.30(1H,s)
　かつそのアセチル体が下記（１）～（９）の理化学的性質を示す5-ヒドロキシメチル-2
-フォルミルピロール誘導体を有効成分とする澱粉老化抑制剤。
　(1) 外観 淡色粘稠物
　(2) 分子量（EI-MS） 264；m/z264(M+)
　(3) 分子式 C11H12N4O4
　(4) 溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、クロロフォルム、水に可溶
　(5) 紫外部吸収スペクトル(50%MeOH) 260, 295nm
　(6) 赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1 : 3241, 1791, 1723, 1659, 1492, 1451
, 1329, 1311, 1232, 1184, 1045, 915
　(7)1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.01(3H,s),2.76(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.09(1H,dd,J=9.3,1
7.6Hz), 5.09(2H,s), 5.42(1H,tr,J=8.5Hz), 6.41(1H, d,J=3.9Hz), 7.1(1H,ｄ,J=3.9Hz)
, 9.08(1H,s), 9.39(1H,s)
　(8) 13C-NMR(CD3CN)ppm: δ21.0, 38.4, 56.3, 58.3, 113.5, 126.6, 133.4, 139.7, 1
71.3, 175.6, 180.9
　(9) 質量分析GCMS(EI): 264, 263, 222, 221, 205, 193, 165, 136, 124, 108,106, 98
, 79
【請求項４】
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請求項３記載の5-ヒドロキシメチル-2-フォルミルピロール誘導体を酢酸と反応させるこ
とによって得られる、請求項３記載の（１）～（９）の理化学的性質を示す5-アセトキシ
メチル-2-フォルミルピロール誘導体を有効成分とする澱粉老化抑制剤。
【請求項５】
トウガラシ属の植物の果実から高極性溶媒による抽出処理をして得た抽出物を、さらに酢
酸エチルによる分配抽出、シリカゲルを用いたクロマトグラフィー及びＯＤＳを用いたク
ロマトグラフィーを含む工程によって精製処理して得られる、下記（ａ）～（ｇ）の理化
学的性質を示し、
　(ａ) 外観 淡色粘稠物
　(ｂ) 分子量（EI-MS） 222；m/z222(M+)
　(ｃ) 分子式 C9H10N4O3
　(ｄ) 溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、酢酸エチル、水に可溶、
クロロフォルムに難溶
　(ｅ) 紫外部吸収スペクトル(MeOH) 257, 293nm
　(ｆ) 赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1 : 3361, 2950, 2925, 1718, 1653, 143
0, 1170
　(ｇ) 1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.73(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.07(1H,dd, J=9.3,17.6Hz), 
3.35(1H,s), 4.6(2H,s), 5.58(1H,tr,J=8.0Hz), 6.25(1H,d,J= 3.9Hz), 7.06(1H,d,J=3.9
Hz), 8.9(1H,s), 9.30(1H,s)
　かつそのアセチル体が下記（１）～（９）の理化学的性質を示す5-ヒドロキシメチル-2
-フォルミルピロール誘導体を有効成分とする澱粉糊化促進剤。
　(1) 外観 淡色粘稠物
　(2) 分子量（EI-MS） 264；m/z264(M+)
　(3) 分子式 C11H12N4O4
　(4) 溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、クロロフォルム、水に可溶
　(5) 紫外部吸収スペクトル(50%MeOH) 260, 295nm
　(6) 赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1 : 3241, 1791, 1723, 1659, 1492, 1451
, 1329, 1311, 1232, 1184, 1045, 915
　(7)1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.01(3H,s),2.76(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.09(1H,dd,J=9.3,1
7.6Hz), 5.09(2H,s), 5.42(1H,tr,J=8.5Hz), 6.41(1H, d,J=3.9Hz), 7.1(1H,ｄ,J=3.9Hz)
, 9.08(1H,s), 9.39(1H,s)
　(8) 13C-NMR(CD3CN)ppm: δ21.0, 38.4, 56.3, 58.3, 113.5, 126.6, 133.4, 139.7, 1
71.3, 175.6, 180.9
　(9) 質量分析GCMS(EI): 264, 263, 222, 221, 205, 193, 165, 136, 124, 108,106, 98
, 79
【請求項６】
請求項５記載の5-ヒドロキシメチル-2-フォルミルピロール誘導体を酢酸と反応させるこ
とによって得られる、請求項５記載の（１）～（９）の理化学的性質を示す5-アセトキシ
メチル-2-フォルミルピロール誘導体を有効成分とする澱粉糊化促進剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、新規なピロール誘導体、およびその用途に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、抗菌性物質に関しては多くの報告がある。ピロール誘導体についても医薬品、抗菌
剤として多くの化合物が開発され利用されており、多くの抗菌性化合物が知られている。
化学物質の生理作用はその構造に依存するところが大きく、なお、利用面に適したより有
効な抗菌活性を有する新規な化合物が要望されている。
また、澱粉は水と共に加熱され糊化した後に食されるものであるが、糊化した澱粉は、そ
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の直後から経時的に老化と呼ばれる現象が始まる。澱粉の老化によって、食品の食感、食
味、アミラーゼによる消化率の低下などが生じる。このため澱粉の老化防止あるいは糊化
を促進することが試みられ、その手段として、例えば乳化剤や糖類を添加する方法やアル
カリ等の化学的処理を行う方法などが知られている。しかし、それぞれに用途が限定され
るなどの問題があり、これらに有効な化合物の開発が要望されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上述のような事情に鑑み、抗菌作用、澱粉老化防止、澱粉糊化促進作用を有し
、特に食品に適用した場合においても安全且つ食感を損なわない新規なピロール誘導体を
提供することを課題とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明者等は、上記の課題を解決するべく、研究した結果、先にトウガラシからの抽出物
に澱粉老化防止作用があることを見出し特許出願(特願2000－304784号)した。そして、さ
らに研究を進めた結果、トウガラシの一品種であるパプリカ(paprika:英名)果実からの抽
出物に抗菌作用、澱粉老化防止作用、澱粉の糊化促進作用を有する物質を見出しこれを単
離することに成功し、本発明を完成した。本発明者等によって見出された物質は分子式C9
H10N4O3を有し、5-ヒドロキシメチル-2-フォルミルピロール骨格を有する新規化合物であ
る。この化合物は後述する物理化学的性質から推定される。
【０００５】
本発明は、このような5-ヒドロキシメチル-2-フォルミルピロール骨格を有する新規化合
物に関する。また、本発明はこの化合物を有効成分とする抗菌剤、澱粉老化防止剤、澱粉
糊化促進剤に関するものである。
【０００６】
本発明化合物は、パプリカ、ピーマンなどのトウガラシに属する植物を抽出し、分離精製
することによって得ることができる。抽出原料の植物は主にパプリカの果実を利用するの
がよく、乾燥したものでも乾燥していないものでもよく、またパプリカ粉末として利用さ
れている材料を用いることも、油性の溶剤で色素成分などを抽出した残渣を利用すること
もできる。抽出溶剤としては、本発明化合物を溶解できる溶剤であればよく、好適には水
、メタノール、エタノールあるいはこれらの混合溶媒を用いる。また、予めヘキサンなど
の低極性溶媒で脱脂、脱色処理をし、その後高極性の溶媒で抽出することにより、後の精
製処理を容易にすることもできる。抽出温度や抽出時間あるいは溶媒の量などは、特に制
限されることはなく、通常は原料の２～10容量倍程度の溶媒を用いて、常温から溶媒の沸
点以下の温度で1～24時間程度抽出操作を行えばよい。また、回収量を向上させるために
、使用する溶媒量や時間を適宜選択したり、溶媒を取り換え繰り返し抽出してもよい。抽
出液は、必要に応じて、活性炭などによる脱色処理、濃縮処理などを行い、分離精製処理
を行う。分離精製は、その性状を利用した通常の分離手段、例えば、溶媒分配抽出法、吸
着クロマト、分配クロマトなど各種のクロマトグラフィーなどを単独でまたは適宜組み合
わせて精製単離する。また、精製工程の途中においてピロール環の5位のヒドロキシメチ
ル基にアセチル基を導入した誘導体として精製単離することもできる。例えば、アセチル
基の導入は、粗精製品をピリジンに溶解し、氷水で冷却しながら無水酢酸を加えて常温で
一晩反応させ、その後水を加えて、酢酸エチルで抽出し水で洗浄後、乾燥してクロロフォ
ルム－メタノールを溶離剤とするシリカゲルカラムクロマトグラフィーによって分画単離
する。置換基の導入は精製工程のどの段階で行ってもよいが、好ましくはある程度精製さ
れた段階で行う。
【０００７】
上述のようにして得られる本発明化合物は、後述する実施例に見られるように、酵母、グ
ラム陽性菌、グラム陰性菌に対して抗菌力を有し、また糊化澱粉の老化を抑制する作用や
澱粉の糊化を促進する作用があることが見出された。従って、本発明化合物を有効成分と
する抗菌剤、澱粉の老化抑制剤あるいは澱粉の糊化促進剤として利用できる。本発明化合
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物をこれらの有効成分とする場合、好ましくは水やエタノールなどの溶液として、あるい
は糖やデキストリンなどで希釈して用いる。その使用濃度は適用する対象によって適宜決
められる。
【０００８】
本発明化合物は、抗菌剤として使用する場合は、種々の食品、例えばハム、ソーセージ類
、ハンバーグ等に0.001～0.1重量％添加することがよく、また澱粉の老化抑制剤あるいは
澱粉の糊化促進剤として使用する場合は、澱粉質食品、例えばパン、インスタント麺、あ
るいは米飯に0.0001～0.1重量％添加するとよい。これらの添加は製造工程のいかなる段
階で行ってもよい。
【０００９】
以下実施例を挙げて本発明を詳しく説明する。
【実施例１】
(本発明化合物(I)の製造)
　市販の粉末パプリカ1kgにn-ヘキサン5Lを添加して、常温で一晩攪拌しながら抽出した
後固液分離して得られる固形分からヘキサンを除去した。この粉末に20%エタノールを5L
添加して常温で一晩静置後固液分離して抽出液を得た。この抽出液を合成吸着剤HP2MG（
三菱化成製）500mlを充填し20％エタノールで平衡化したカラムに流し、更に20％エタノ
ール3Lを流して洗浄した。その後溶離液として60%エタノール2Lを流して回収し、40℃で
減圧濃縮した。その1/100量を採取して減圧乾燥し、粗精製物１とした。残りに水100mlを
添加して溶解し、酢酸エチルで3回抽出し、酢酸エチル層を採取した。酢酸エチル抽出液
は無水硫酸ナトリウムを用いて脱水後、濃縮乾燥した（粗精製物２）。
　このようにして得られた粗活性成分をシリカゲルを吸着剤としたカラムクロマトグラフ
ィーで目的物質を含む画分を分画した。溶離液としてクロロフォルム－メタノールを用い
25:1～10:1までの直線グラジェントを行った。この画分を濃縮後、STR ODS-II（信和化工
株式会社製）を用いた高速液体クロマトグラフィー（20～50%メタノール）によって本発
明化合物(I)を含む画分を分取し、濃縮乾固した（粗精製物３）。
　更に、クロロフォルム－メタノール（93:7）を溶離液とするシリカゲルカラムクロマト
グラフィーを行い、本発明化合物(I)20mgを得た。この化合物は、分子量、紫外部吸収ス
ペクトル、赤外部吸収吸収スペクトル、NMR等の結果より、5-ヒドロキシメチル-2-フォル
ミルピロール誘導体であることが推定される。
【００１０】
実施例１で得られた本発明化合物(I)の物理化学的性質を以下に示す。
(ａ) 外観 淡色粘稠物
(ｂ) 分子量（EI-MS） 222；m/z222(M+)
(ｃ) 分子式 C9H10N4O3
(ｄ) 溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、酢酸エチル、水に可溶、ク
ロロフォルムに難溶。
(ｅ) 紫外部吸収スペクトル(MeOH) 257, 293nm
(ｆ) 赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1: 3361, 2950, 2925, 1718, 1653, 1430, 
1170
(ｇ) 1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.73(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.07(1H,dd, J=9.3,17.6Hz), 3.
35(1H,s), 4.6(2H,s), 5.58(1H,tr,J=8.0Hz), 6.25(1H, d,J= 3.9Hz),7.06(1H,d,J=3.9Hz
), 8.9(1H,s), 9.30(1H,s)
【００１１】
【実施例２】
（本発明化合物(II)の製造）
実施例１で得た本発明化合物(Ｉ)10mgをピリジン0.2mlに溶解し、氷水で冷却しながら無
水酢酸0.05mlを添加し、常温で一晩放置した。その後5mlの水を加え、酢酸エチル3mlで5
回抽出した。酢酸エチル層は1%の塩酸1mlで洗浄、更に水2mlで3回洗浄し、その後、無水
硫酸ナトリウムを加えて乾燥後、減圧濃縮した。これをクロロフォルム－メタノール(100
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:0～95:5)を溶離液とするシリカゲルカラムクロマトグラフィーによって分画し、本発明
化合物（II）9mgを得た。この化合物は、分子量、紫外部吸収スペクトル、赤外部吸収ス
ペクトル、NMR等の結果より、5-アセトキシメチル-2-フォルミルピロールの１位の置換体
であることが確認された。また、置換基は5,6-ジヒドロ-4-オキソ-3(H)-1,2,3-トリアジ
ンであり、その5位または6位と接合していることが考えられる。従って、本発明化合物(I
I)は、5-アセトキシメチル-2-フォルミルピロールの１位に5,6-ジヒドロ-4-オキソ-3(H)-
1,2,3-トリアジンがそのトリアジン環の5位または6位で接合している、すなわち、1-(5,6
-ジヒドロ-4-オキソ-3-(H)1,2,3-トリアジン-5-イル)- 5-アセトキシメチル-2-フォルミ
ルピロール、または1-(5,6-ジヒドロ-4-オキソ-3-(H)1,2,3-トリアジン-6-イル)- 5-アセ
トキシメチル-2-フォルミルピロールである。
この物質0.5mgをとり常法によるエステル加水分解を行い精製して得られた物質は、シリ
カゲルTLCのRf値、HPLC(ODSカラム)による溶出時間、紫外部吸収スペクトル、1H-NMRスペ
クトルは原料である本発明化合物（I）と完全に一致したことから、本発明化合物(I)のア
セチル誘導体であることが確認された。従って、
本発明化合物(I)は、5-ヒドロキシメチル-2-フォルミルピロールの１位に5,6-ジヒドロ-4
-オキソ-3(H)-1,2,3-トリアジンがそのトリアジン環の5位または6位で接合している、す
なわち、1-(5,6-ジヒドロ-4-オキソ-3-(H)1,2,3-トリアジン-5-イル)- 5-ヒドロキシメチ
ル-2-フォルミルピロール、または1-(5,6-ジヒドロ-4-オキソ-3-(H)1,2,3-トリアジン-6-
イル)- 5-ヒドロキシメチル-2-フォルミルピロールである。
【００１２】
実施例２で得られた本発明化合物(II)の物理化学的性質を以下に示す。
(1)　外観　淡色粘稠物
(2)　分子量（EI-MS）　264；m/z264(M+)
(3)　分子式　C11H12N4O4
(4)　溶剤に対する溶解性：エタノール、メタノールに易溶、クロロフォルム、水に可溶
。
(5)　紫外部吸収スペクトル(50%MeOH)　260, 295nm
(6)　赤外部吸収スペクトルIRγmax (KBr)cm-1 : 3241, 1791, 1723, 1659, 1492, 1451,
 1329, 1311, 1232, 1184, 1045, 915
(7) 1H-NMR(CD3CN)ppm：δ2.01(3H,s), 2.76(1H,dd,J=6.8,17.6Hz), 3.09(1H,dd,J=9.3,1
7.6Hz), 5.09(2H,s), 5.42(1H,tr,J=8.5Hz), 6.41(1H,　d,J=3.9Hz), 7.1(1H,ｄ,J=3.9Hz
), 9.08(1H,s), 9.39(1H,s)
(8)　13C-NMR(CD3CN)ppm: δ21.0, 38.4, 56.3, 58.3, 113.5, 126.6, 133.4, 139.7, 17
1.3, 175.6, 180.9
(9)　質量分析GCMS(EI): 264, 263, 222, 221, 205, 193, 165, 136, 124, 108, 106, 98
, 79
【００１３】
【実施例３】
実施例１の粉末パプリカに代えてピーマンから本発明化合物(I)を以下のようにして製造
した。市場から購入した新鮮なピーマン500gを粉砕し、40%エタノール500mlを加えて抽出
した。この抽出液を20%エタノールで平衡化させた50mlのダイヤイオン2MGを充填したカラ
ムに通液し、20%エタノール500mlで洗浄後、60%エタノール100mlを流して回収した。この
液を濃縮後10mlの水に溶解し、酢酸エチル50mlで抽出して抽出液を得た。この液を濃縮し
、クロロフォルム－メタノール（93：7）を溶離液としたシリカゲルクロマトグラフィー
、更に、ODSカラムを用いた高速液体クロマトグラフィーで40%メタノールで溶出し、本発
明化合物(I)約1mgを得た。
【００１４】
【実施例４】
実施例１の粉末パプリカに代えてシシトウから本発明化合物(I)を以下のようにして製造
した。市場から購入した新鮮なシシトウ500gを粉砕し、40%エタノール500mlを加えて抽出
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した。この抽出液を20%エタノールで平衡化させた50mlのダイヤイオン2MGを充填したカラ
ムに通液し、20%エタノール500mlで洗浄後、60%エタノール100mlを流して回収した。この
液を濃縮後10mlの水に溶解し、酢酸エチル50mlで抽出して抽出液を得た。この液を濃縮し
、クロロフォルム－メタノール（93：7）を溶離液としたシリカゲルクロマトグラフィー
、更に、ODSカラムを用いた高速液体クロマトグラフィーで40%メタノールで溶出し、本発
明化合物(I)約0.8mgを得た。
【００１５】
【実施例５】
（抗菌力試験）
本発明化合物(I)および(II)が抗菌力は、次の試験によって確認した。試験の対象菌には
酵母Saccharomyces cerevisiae IFO 0203、グラム陽性菌としてBacills subtilis IFO 30
07、グラム陰性菌としてEschelichia coli K-12 IFO 3301を用いた。抗菌試験は8mm径の
ペーパーディスクを用いるペーパーディスク法で行い、ペーパーディスクに本発明化合物
(I)および(II)を別々に10μgづつ含浸させたときの阻止円径を求めた。なお、Bacills su
btilis、Eschelichia coliについては、普通ブイヨン寒天培地で30℃2日間培養後、Sacch
aromyces cerevisiaeについてはポテトデキストロース寒天培地で25℃５日間培養後、そ
れぞれ判定した。結果を表１に示す。
【００１６】
【表１】

【００１７】
【実施例６】
（澱粉老化抑制試験）
米160gを洗浄後、水240mlと本発明化合物(I)、本発明化合物(II)および比較例として粗精
製物１，２，３（実施例１参照）をそれぞれ20μgを加えて炊飯した。同様に本発明化合
物を添加しない対照区を調製した。得られた炊飯を10℃で20時間保存した。保存前後の糊
化度をBAP法で測定し、その差を算出して老化度とした。結果を表２に示す。
【００１８】
【表２】
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以上のとおり本発明(I)、(II)はともに澱粉老化抑制効果を有し、更に、比較例の粗精製
物の精製度が高くなるに従って澱粉老化抑制効果が上昇した。
【００１９】
【実施例７】
糊化促進試験は、次のよう行った。本発明化合物(I)または(II)10μg添加した１％の馬鈴
薯澱粉溶液50mlを100℃で10分間加熱した。糊化度は600nmにおける透過度を測定した。ま
た、この液を2倍に希釈して１％のヨウ素液を0.5ml添加して610nmのODを測定することで
行った。結果を表３に示す。
【００２０】
【表３】

【００２１】
【発明の効果】
本発明化合物(I)および(II)は、新規化合物であって、従来食されている食品から得られ
、抗菌作用、澱粉の老化抑制作用および糊化促進作用を兼ね備えている。従って、澱粉含
有食品に添加することによって、調理後の保存性を増し、保存後においても美味しく食す
ることができる。また、澱粉含有食品以外の食品に添加してその保存性を高めることがで
きる。
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